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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、﹁
高
校
生
の
生
活
と
進
路
意
識
調
査
﹂︵﹁
高
校
生
調
査
﹂︶

デ
ー
タ
か
ら
、
高
校
卒
業
時
に
お
け
る
﹁
進
学
﹂﹁
就
職
﹂﹁
フ
リ

ー
タ
ー
﹂
へ
の
進
路
分
化
を
多
角
的
に
検
討
す
る
シ
リ
ー
ズ
の
う

ち
、
高
校
生
の
学
校
生
活
と
の
関
係
か
ら
検
討
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

　

近
年
、
高
校
生
の
進
路
分
化
に
関
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
﹁
新
卒

無
業
﹂
状
態
で
高
校
を
卒
業
し
て
い
く
若
者
に
注
目
が
集
ま
っ
て

い
る
。﹃
学
校
基
本
調
査
﹄
で
高
校
生
の
進
路
分
化
を
み
る
と
、

今
回
調
査
対
象
と
し
た
二
〇
〇
四
年
度
卒
業
者
の
う
ち
、
全
国
で

は
八
・
五
％
が
﹁
進
学
﹂
も
﹁
就
職
﹂
も
し
て
い
な
い
﹁
新
卒
無

業
﹂
者︵

１
︶だ

と
捉
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
大
阪
府
で
は
一
一
・
七
％

と
全
国
値
を
上
回
り
、都
道
府
県
別
で
は
沖
縄
県︵
二
四
・
五
％
︶、

東
京
都︵
一
二
・
三
％
︶に
つ
ぐ
高
率
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

﹁
新
卒
無
業
﹂
と
い
え
ど
も
、
正
規
雇
用
と
し
て
の
﹁
就
職
﹂
を

し
て
い
な
い
だ
け
で
、
実
際
に
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
、
つ

　

本
稿
は
、
大
阪
府
の
公
立
高
校
三
年
生
を
対
象
と
し
た
質
問
紙
調
査
の
デ
ー
タ
か
ら
、
高
校
卒
業
時
に
お
け
る
﹁
進
学
﹂﹁
就
職
﹂﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
へ
の
進
路

分
化
を
、
高
校
生
の
生
活
構
造
と
の
関
係
か
ら
検
討
す
る
。
と
り
わ
け
﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
と
い
う
進
路
を
＂
選
択
＂
す
る
高
校
生
に
着
目
し
、
彼
／
彼
女
た
ち
の

学
校
生
活
と
学
校
以
外
の
場
面
に
お
け
る
生
活
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
を
通
し
て
、
そ
の
＂
選
択
＂
の
過
程
と
構
造
を
検
討
す
る
。
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ま
り
﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
に
な
っ
て
い
る
者
が
多
数
含
ま
れ
る
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
い
。
今
回
行
っ
た
調
査
に
お
い
て
も
、﹁
今
の

時
点
で
、
高
校
卒
業
後
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
な
進
路
に
進
む
予
定

で
す
か
﹂
と
の
問
い
に
対
し
、﹁
フ
リ
ー
タ
ー
︵
進
学
で
も
就
職
で

も
な
く
主
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
︶﹂
を
選
択
し
た
高
校
生
が
一
七

三
人
︵
一
二
・
三
％
︶
い
た︵

２
︶。

　

さ
て
、
私
た
ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
扱
う

﹁
高
校
生
調
査
﹂
に
先
行
し
て
、
大
阪
に
住
む
﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂

の
若
者
を
対
象
と
し
た
生
活
史
調
査
︵﹁
大
阪
フ
リ
ー
タ
ー
調
査
﹂︶

を
行
っ
て
い
る︵

３
︶。

本
稿
の
目
的
に
合
致
す
る
知
見
を
選
ん
で
紹
介

す
る
な
ら
ば
、
複
雑
な
生
育
環
境
の
も
と
、
義
務
教
育
段
階
か
ら

学
校
で
の
学
習
に
つ
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
ず
、
他
方
で
仲
間
た

ち
と
さ
ま
ざ
ま
な
﹁
遊
び
﹂
世
界
に
没
入
す
る
こ
と
で
、
早
期
に

学
校
世
界
か
ら
離
脱
し
て
い
く
姿
が
い
く
つ
も
語
ら
れ
た
。
西
田

︵
二
〇
〇
五
︶
は
、
こ
の
よ
う
な
﹁
遊
び
﹂
世
界
へ
の
誘
因
を
﹁﹃
他

に
す
る
こ
と
が
な
い
﹄
と
い
う
隙
間
を
埋
め
る
十
分
な
﹃
楽
し
さ
﹄

を
備
え
て
い
る
が
故
に
、
家
庭
や
学
校
か
ら
離
れ
て
い
く
者
の
心

を
捉
え
、
逆
に
、
勉
強
や
仕
事
、
安
定
し
た
家
庭
生
活
の
実
現
を

阻
害
す
る
ワ
ナ
と
し
て
機
能
し
て
い
る
﹂
と
解
釈
し
て
い
る
。

　
﹁
高
校
生
調
査
﹂
全
体
が
、﹁
大
阪
フ
リ
ー
タ
ー
調
査
﹂
の
知
見

を
量
的
に
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
計
さ
れ
、
実
施
さ
れ
て
い

る
。本
稿
は
そ
の
一
部
と
し
て
、先
の
知
見
を
検
証
す
る
た
め
に
も
、

高
校
卒
業
後
に
﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
と
い
う
進
路
を
＂
選
択
＂
す
る

高
校
生
の
生
活
構
造
を
量
的
に
捉
え
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

一　

調
査
の
概
要

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
用
い
る
デ
ー
タ
は
、
大
阪
府
の
公
立
高
校
一

二
校
の
協
力
を
得
て︵

４
︶、

各
学
校
の
三
年
生
を
対
象
と
し
て
実
施
し

た
﹁
高
校
生
の
生
活
と
進
路
意
識
調
査
﹂
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。調
査
は
、二
〇
〇
四
年
一
二
月
か
ら
〇
五
年
一
月
に
か
け
、

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
あ
る
い
は
選
択
授
業
の
時
間
な
ど
を
利
用
し
て
、

質
問
紙
を
用
い
た
集
合
自
記
式
に
て
実
施
し
た
。
最
終
的
な
有
効

回
答
票
は
一
四
〇
九
票
で
あ
っ
た
。ま
た
、〇
五
年
一
〇
月
に
は
、

本
調
査
で
得
ら
れ
な
か
っ
た
学
区
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
二
校
を
対

象
に
追
加
調
査
を
行
っ
た
︵
一
五
二
票
。
た
だ
し
本
調
査
と
は
実
施

時
期
が
異
な
る
た
め
、
追
加
調
査
で
得
た
デ
ー
タ
は
学
校
タ
イ
プ
別
集

計
で
﹁
進
学
校
﹂
参
考
デ
ー
タ
と
し
て
示
す
︶。
な
お
、
こ
の
調
査

に
関
し
て
よ
り
詳
し
い
情
報
は
、
調
査
報
告
書
︵
部
落
解
放
・
人

権
研
究
所
・
二
〇
〇
六
︶
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

さ
て
、﹁
高
校
間
格
差
﹂
構
造
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、

協
力
を
得
た
一
二
校
の
状
況
は
一
様
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
受
験

偏
差
値
や
生
徒
の
予
定
進
路
な
ど
を
も
と
に
四
つ
の
﹁
高
校
タ
イ

プ
﹂
に
分
け
、
以
降
の
分
析
で
用
い
て
い
く
。
以
下
、
生
徒
の
予
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定
進
路
︵
表
１
、
表
２
︶
や
小
学
校
・
中
学
校
時
代
の
授
業
理
解

の
様
子
︵
表
３
︶
な
ど
か
ら
、
各
タ
イ
プ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
示

し
て
お
く
。
な
お
、
こ
こ
で
の
予
定
進
路
と
は
、
高
校
三
年
生
の

一
二
月
～
一
月
時
点
に
お
け
る
﹁
予
定
﹂
で
あ
る
。﹁
進
学
﹂
志

望
者
の
な
か
に
は
、
す
で
に
推
薦
な
ど
で
進
学
先
が
決
定
し
て
い

る
者
と
こ
れ
か
ら
受
験
を
予
定
し
て
い
る
者
が
含
ま
れ
、﹁
就
職
﹂

志
望
者
の
な
か
に
は
、
こ
の
時
点
で
ま
だ
就
職
先
が
決
定
し
て
い

な
い
者
が
約
三
割
含
ま
れ
て
い
る
。

１　

準
進
学
校

　

受
験
情
報
誌
に
よ
る
受
験
偏
差
値
は
五
〇
台
な
か
ば
で
、﹁
学

区
内
の
公
立
普
通
科
ト
ッ
プ
群
﹂
の
次

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
九
割
の
生
徒
が

中
学
校
時
代
の
授
業
内
容
が
わ
か
っ
て

い
た
と
答
え
、
高
卒
後
の
進
路
は
ほ
ぼ

全
員
が﹁
進
学
﹂を
予
定
し
て
い
る
。﹁
進

学
﹂
予
定
の
生
徒
の
う
ち
、
男
性
で
は

九
割
、
女
性
で
は
六
割
が
﹁
大
学
﹂
へ

の
進
学
を
予
定
し
て
い
る
。

２　

中
間
校

　

受
験
偏
差
値
は
四
〇
台
な
か
ば
で
、﹁
学
区
内
の
真
ん
中
か
ら

や
や
下
﹂
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
中
学
校
時
代
の
授
業
内
容
が
わ

か
っ
て
い
た
と
す
る
者
は
五
割
に
と
ど
ま
る
。高
卒
後
の
進
路
は
、

大
部
分
が
﹁
進
学
﹂
を
予
定
し
て
い
る
状
況
は
準
進
学
校
と
似
て

い
る
が
、
そ
の
う
ち
男
性
の
四
割
、
女
性
の
六
割
が﹁
専
門
学
校
﹂

へ
の
進
学
を
予
定
し
て
い
る
点
が
準
進
学
校
と
異
な
る
。

３　

商
業
校

　

受
験
偏
差
値
は
四
〇
台
。
名
前
の
と
お
り
い
わ
ゆ
る
﹁
商
業
高

校
﹂
で
、
女
性
が
九
割
を
占
め
て
い
る
。
女
性
の
み
を
取
り
出
す

と
、﹁
就
職
﹂
予
定
が
四
一
・
六
％
と
四
つ
の
学
校
タ
イ
プ
の
な

か
で
最
も
高
い
が
、﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂予
定
者
も
一
四
・
九
％
い
る
。

表３　 学校タイプ別「授業内容
理解」（％）

小学校 中学校
準進学校 86.5 90.0
中間校 73.1 53.7
商業校 66.2 44.3
進路多様校 60.0 27.4
（進学校） 90.1 97.4
注） 数値は「とてもあてはまる」+「まあ
あてはまる」の割合

表２　 学校タイプ別「進学」予定者の進
学希望先（％）

大学 短大
専門
学校

(N)

準進学
校

男性 89.9 0.8 9.3 (129)

女性 58.5 16.2 25.4 (130)

中間校 男性 55.1 2.9 42.0 (69)

女性 16.1 22.0 61.9 (118)

商業校 男性 19.0 4.8 76.2 (21)

女性 19.4 20.0 60.6 (155)

進路多
様校

男性 43.9 3.1 53.1 (98)

女性 18.7 20.6 60.7 (107)

表１　学校タイプ別進路分化 (%)

進学 就職
フリー
ター

(N)

準進学
校

男性 97.8 1.5 0.7 (134)

女性 97.8 0.7 1.5 (135)

中間校 男性 87.7 7.4 4.9 (81)

女性 77.9 14.3 7.8 (154)

商業校 男性 60.0 31.4 8.6 (35)

女性 43.5 41.6 14.9 (356)

進路多
様校

男性 60.7 31.0 8.3 (168)

女性 42.7 27.7 29.6 (253)
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４　

進
路
多
様
校

　

受
験
偏
差
値
は
三
〇
台
で
、﹁
学
区
内
の
下
位
﹂
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
中
学
校
時
代
の
授
業
内
容
が
わ
か
っ
て
い
た
者
は
三
割

に
満
た
ず
、
小
学
校
時
代
で
も
六
割
に
と
ど
ま
る
こ
と
か
ら
、
学

習
面
に
お
い
て
﹁
困
難
﹂
を
抱
え
る
者
が
多
い
と
い
え
る
。
進
路

予
定
で
は
、
女
性
の
二
九
・
六
％
が
﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
を
進
路
と

し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

二　

フ
リ
ー
タ
ー
＂
選
択
＂
理
由

　

な
ぜ
、﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
を
＂
選
択
＂
す
る
の
か
。
こ
れ
は
本

シ
リ
ー
ズ
全
体
に
共
通
す
る
根
本
的
な
課
題
で
あ
る
が
、
ス
ト
レ

ー
ト
に
﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
予
定
の
高
校
生
に
た
ず
ね
た
結
果
︵
表

４
︶
を
み
る
と
、
約
半
数
が
﹁
進
学
す
る
費
用
が
高
い
か
ら
﹂
と

い
う
理
由
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
﹁
就
職
﹂
希
望
者
で
も
約
四
割

が
同
じ
理
由
を
あ
げ
、﹁
や
り
た
い
仕
事
が
あ
る
か
ら
﹂
を
あ
げ

た
生
徒
は
少
数
に
と
ど
ま
る
︵
表
５
︶。

　
﹁
就
職
﹂
予
定
者
も
﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
予
定
者
も
と
も
に
、
高

校
を
卒
業
し
た
後
に
進
学
は
せ
ず
、
そ
の
形
態
は
異
な
れ
ど
も
労

働
市
場
へ
の
参
入
を
＂
選
択
＂
し
た
層
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の

＂
選
択
＂
は
、
必
ず
し
も
積
極
的
に
な
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
は

な
く
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
﹁
進
学
で
き
な
い
﹂
と
い
う
状
況
に

置
か
れ
て
の
＂
選
択
＂
で
あ
る
者
も
多
い
、
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

生
育
家
族
の
状
況
と
進
路
分
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

シ
リ
ー
ズ
三
回
目
に
予
定
さ
れ
て
い
る
妻
木
論
文
を
参
照
さ
れ
た

い
が
、
生
徒
の
進
路
＂
選
択
＂
の
背
景
に
は
経
済
的
な
要
因
が
強

く
作
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
も
強
調
し
て
お
き
た
い
。

三　

フ
リ
ー
タ
ー
を
＂
選
択
＂
す
る
生
徒
の
高
校
生
活

　

高
校
生
の
生
活
は
、
学
校
の
み
で
展
開
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
こ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
生
活

の
う
ち
﹁
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
﹂
を
た
ず
ね
る
項
目
を
用
意

し
た
。
表
６
は
、
こ
の
結
果
を
予
定
進
路
別
に
示
し
た
表
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、
次
の
二
点
を
指
摘
で
き
る
。

︵
１  

︶﹁
勉
強
﹂﹁
学
校
で
の
ク
ラ
ブ
活
動
﹂﹁
学
校
行
事
﹂
と
い

っ
た
、
学
校
に
お
け
る
生
活
に
﹁
熱
心
に
と
り
く
ん
だ
﹂
と

す
る
者
の
割
合
は
、﹁
進
学
﹂
予
定
者
で
高
く
、﹁
フ
リ
ー
タ

ー
﹂
予
定
者
で
低
く
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
﹁
学
校
で
の

ク
ラ
ブ
活
動
﹂は
、﹁
進
学
﹂四
六
・
八
％
﹀﹁
就
職
﹂二
七
・

三
％
﹀
﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
七
・
六
％
と
、
そ
の
差
が
顕
著
に

み
ら
れ
る
。

︵
２ 

︶﹁
ア
ル
バ
イ
ト
﹂
に
﹁
熱
心
に
と
り
く
ん
だ
﹂
生
徒
の
割
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合
は
、﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
六
四
・
五
％
﹀
﹁
就
職
﹂
五
二
・

五
％
﹀﹁
進
学
﹂三
四
・
三
％
と
、﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂で
高
い
。

﹁
彼
氏
／
彼
女
と
の
つ
き
あ
い
﹂
で
も
、
同
様
の
傾
向
が
み

ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
予
定
者
は
、
学
校

以
外
の
場
面
に
お
け
る
生
活
に
﹁
熱
心
に
と
り
く
ん
だ
﹂
者

が
多
い
と
い
え
る
。

　

高
校
生
活
を
予
定
進
路
と
の
関
係
か
ら
み
る
と
、﹁
進
学
﹂
予

定
者
は
学
校
に
お
け
る
生
活
を
重
視
し
、﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
予
定

者
は
学
校
外
で
の
生
活
に
重
心
を
置
い
て
い
る
。
そ
し
て﹁
就
職
﹂

予
定
者
は
学
校
生
活
も
学
校
以
外
の
場
面
に
お
け
る
生
活
も
、
と

い
う
中
間
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
高
校
生
活
に
お
け
る
重
心
の
差
は
、
学

校
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
も
み
ら
れ
る
︵
表
７
︶。

　
﹁
学
校
で
の
ク
ラ
ブ
活
動
﹂に﹁
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
﹂割
合
は
、

﹁
準
進
学
校
﹂
で
高
く
、﹁
進
路
多
様
校
﹂
で
低
い
。
ま
た
﹁
学
校

行
事
﹂
に
﹁
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
﹂
割
合
は
、﹁
進
路
多
様
校
﹂︵
二

六
・
九
％
︶
の
割
合
が
他
の
学
校
タ
イ
プ
と
比
較
し
て
低
く
な
っ

て
い
る
。﹁
準
進
学
校
﹂
で
は
学
校
で
の
生
活
に
重
心
を
置
く
生

徒
が
多
く
、﹁
進
路
多
様
校
﹂
で
は
学
校
で
の
生
活
に

重
心
を
置
く
生
徒
が
少
な
い
な
ど
、
在
籍
す
る
学
校
タ

イ
プ
に
よ
り
、
高
校
生
活
の
構
成
要
素
や
そ
の
重
心
が

大
き
く
異
な
る
。

　

で
は
、
こ
の
よ
う
な
差
異
は
、
予
定
進
路
に
よ
っ
て

説
明
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
学
校
タ
イ
プ
に
よ
る
学

校
文
化
・
生
徒
文
化
の
特
徴
と
し
て
説
明
で
き
る
の

か
。﹁
準
進
学
校
﹂
で
は
ほ
ぼ
全
員
が
﹁
進
学
﹂
予
定

者
な
の
に
対
し
、﹁
商
業
校
﹂
や
﹁
進
路
多
様
校
﹂
に

は
﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
予
定
者
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
よ

う
に
、
予
定
進
路
と
学
校
タ
イ
プ
は
強
く
関
連
し
あ
っ

て
い
る
。
こ
の
関
連
を
解
き
ほ
ぐ
す
た
め
に
は
、
学
校

タ
イ
プ
を
統
制
し
た
う
え
で
、
予
定
進
路
と
高
校
生
活

表４　「フリーター」を選択する理由（MA）
人 %

進学したくないから 30 17.3
自分の成績では進学できないから 33 19.1
進学する費用が高いから 92 53.2
いい就職先がないから 57 23.9
とりあえず収入がほしいから 64 37.0
ほかにやりたいことがあるから 46 26.6
フリーターのほうが正社員よりもいいから 9 5.2
学校を通した就職はうっとおしいから 34 19.7
好きな仕事ならフリーターでかまわないから 44 25.4
就職がうまくいかなかったから 16 9.2
どんな仕事が自分に向いているのかわからないから 65 37.6
就職はむずかしそうだから 14 8.1
その他 25 14.5
合計 173

表５　就職を志望する理由（MA）
人 %

自分のやりたい仕事があるから 71 21.8 
収入がほしいから 227 69.8 
進学して勉強したくないから 117 36.0 
条件のいい就職先があるから 52 16.0 
自分の成績では進学できないから 24 7.4 
高校の先生にすすめられたから 20 6.2 
家族にすすめられたから 76 23.4 
進学する費用が高いから 128 39.4 
親元をはなれて自立したいから 63 19.4 
その他 34 10.5 
合計 325
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と
の
関
連
を
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、﹁
熱
心
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
﹂
は
複
数
回
答
形
式
に
よ
る
デ
ー
タ
で
あ
る
た
め
、

こ
れ
以
上
の
分
析
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
学
校
内
・
学
校
外
の
い

く
つ
か
の
生
活
に
つ
い
て
、
異
な
る
調
査
項
目
を
用
い
て
、
さ
ら

に
検
討
を
加
え
て
い
く
。

四　

学
校
に
お
け
る
生
活

　

学
校
に
お
け
る
生
活
で
は
、﹁
授
業
内
容
は
よ
く
わ
か
っ
て
い

る
﹂
と
﹁
病
気
な
ど
の
と
き
以
外
は
、
遅
刻
や
欠
席
は
し
な
い
﹂

の
二
項
目
を
と
り
あ
げ
る
︵
表
８
︶。

　
﹁
授
業
内
容
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
﹂で
は
、﹁
商
業
校
﹂や﹁
進

路
多
様
校
﹂
に
お
い
て
授
業
内
容
の
理
解
が
﹁
し
ん
ど
い
﹂
生
徒

が
多
い︵﹁
準
進
学
校
﹂六
二
・
四
％
﹀﹁
中
間
校
﹂五
〇
・
二
％
﹀﹁
商

業
校
﹂
四
三
・
一
％
﹀
﹁
進
路
多
様
校
﹂
三
七
・
〇
％
︶。
そ
の
う
え

で
、﹁
商
業
校
﹂の
み
を
取
り
出
し
て
予
定
進
路
別
に
み
る
と
、﹁
進

学
﹂
四
七
・
二
％
・﹁
就
職
﹂
四
八
・
二
％
﹀
﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂

一
五
・
八
％
と
、﹁
進
学
﹂﹁
就
職
﹂
予
定
者
と
比
較
し
て
、﹁
フ

リ
ー
タ
ー
﹂
予
定
者
で
は
授
業
内
容
を
理
解
し
て
い
る
割
合
が
著

し
く
低
い
。
同
様
の
傾
向
は
、﹁
進
路
多
様
校
﹂
の
み
を
取
り
出

し
て
も
み
ら
れ
る
。

　
﹁
遅
刻
欠
席
は
し
な
い
﹂
で
は
、﹁
準
進
学
校
﹂
六
八
・
九
％
﹀

表６　進路分化別「高校生活全体を通して熱心に取り組んだこと」（MA)(%)
進学 就職 フリーター 合計

勉強  25.8  13.7  2.3  20.0 
学校でのクラブ活動  46.8  27.3  7.6  37.3 
学校行事  47.2  40.1  33.1  43.7 
仲間との遊び  63.8  73.9  80.8  68.4 
学校外での趣味やスポーツ活動  22.4  18.0  15.1  20.4 
彼氏／彼女とのつきあい  19.4  31.4  38.4  24.6 
アルバイト  34.3  52.5  64.5  42.4 
ボランティア活動  4.6  1.2  1.5  3.4 
その他  1.5  2.8  4.1  2.1 
とくにない  5.7  3.7  3.5  5.0 
(N) (871) (293) (172) (1365)

表７　学校タイプ別「高校生活全体を通して熱心に取り組んだこと」（MA)(%)
準進学校 中間校 商業校 進路多様校 合計 （進学校）

勉強 30.4 19.9 19.6 12.7 19.5 46.7
学校でのクラブ活動 73.6 36.2 32.4 18.5 36.7 78.9
学校行事 50.7 50.8 51.4 26.9 43.1 52.0
仲間との遊び 59.3 74.0 66.4 71.6 68.0 53.9
学校外での趣味やスポーツ活動 23.6 24.8 18.4 18.3 20.5 22.4
彼氏／彼女とのつきあい 11.4 29.3 25.4 29.7 24.7 16.4
アルバイト 14.3 47.6 51.4 48.7 42.5 2.0
ボランティア活動 3.2 7.3 0.5 4.1 3.4 0.7
その他 1.1 1.6 2.9 2.8 2.3 2.6
とくにない 5.4 4.5 3.4 7.1 5.2 5.3
(N) (262) (246) (414) (464) (1404) (152)
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﹁
商
業
校
﹂
五
九
・
二
％
﹀
﹁
中
間
校
﹂
五
〇
・
六
％
﹀
﹁
進
路

多
様
校
﹂
四
〇
・
三
％
と
、﹁
授
業
内
容
﹂
と
は
異
な
る
順
番
に

な
っ
て
い
る
が
、
学
校
タ
イ
プ
に
よ
る
差
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
う

え
で
、﹁
商
業
校
﹂の
み
を
取
り
出
し
て
予
定
進
路
別
に
み
る
と
、

﹁
進
学
﹂
六
四
・
〇
％
・﹁
就
職
﹂
六
二
・
二
％
﹀
﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂

三
三
・
三
％
と
、﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
予
定
者
に
遅
刻
欠
席
が
ち
の

生
徒
が
よ
り
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
同
様
の
傾
向
が
﹁
進

路
多
様
校
﹂
の
み
を
取
り
出
し
て
も
確
認
で
き
る
。

　

こ
こ
か
ら
、﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
予
定
者
の
学
校
生
活
は
、
多
く

の
﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
予
定
者
が
い
る
﹁
商
業
校
﹂
や
﹁
進
路
多
様

校
﹂
の
な
か
で
も
、
と
り
わ
け
授
業
の
理
解
が
﹁
し
ん
ど
く
﹂
遅

刻
欠
席
が
多
い
傾
向
に
あ
る
、
い
い
か
え
れ
ば
学
校
で
の
活
動
と

の
つ
な
が
り
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

で
は
、﹁
進
学
﹂﹁
就
職
﹂
予
定
者
と
﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
予
定
者

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
大
き
な
差
が
み
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
は﹁
推
薦
﹂で
あ
る
と
考
え
る
。﹁
高
卒
就
職
﹂

は
、
こ
れ
ま
で
も
﹁
学
校
に
委
ね
ら
れ
た
職
業
選
抜
﹂︵
苅
谷
・

一
九
九
一
︶
や
﹁
学
校
経
由
の
就
職
﹂︵
本
田
・
二
〇
〇
五
︶
と
指

摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
学
校
推
薦
を
獲
得
す
る
こ
と
が
就
職
へ

の
第
一
歩
と
な
る︵

５
︶。

ま
た
、﹁
進
学
﹂
に
つ
い
て
も
、
推
薦
に
よ

る
進
学
が
増
大
し
、
と
り
わ
け
近
年
進
学
率
の
上
昇
が
み
ら
れ
る

専
門
学
科
︵
い
わ
ゆ
る
職
業
学
科
︶
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の

生
徒
が
推
薦
枠
を
利
用
し

て
進
学
し
て
い
る
と
い
う

先
行
研
究
も
あ
る
︵
荒

川
・
二
〇
〇
〇
︶。
今
回
の

デ
ー
タ
で
も
、﹁
進
学
﹂

予
定
者
の
う
ち
、﹁
商
業

校
﹂
で
は
七
三
・
五
％
、

﹁
進
路
多
様
校
﹂
で
は
七

二
・
九
％
が
、
調
査
時
点

の
一
二
月
時
点
で
既
に

﹁
進
学
先
が
決
定
﹂
し
て

い
る
が
、
そ
の
多
く
が
推

薦
に
よ
る
進
学
と
考
え
て

よ
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

今
回
の
調
査
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
高
校
生
は
、﹁
進
学
﹂
に
せ

よ
﹁
就
職
﹂
に
せ
よ
、
学
校
推
薦
の
獲
得
が
進
路
実
現
の
必
要
条

件
に
な
っ
て
い
る
。

　

推
薦
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
評
定
基
準
を
満
た
す
た
め
一
定

程
度
授
業
を
理
解
し
、
テ
ス
ト
な
ど
で
成
果
を
あ
げ
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
遅
刻
欠
席
を
し
な
い
な
ど
、
高
校
生
と
し
て
の
﹁
基

本
的
生
活
習
慣
﹂も
重
要
な
要
素
と
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、﹁
フ

リ
ー
タ
ー
﹂
予
定
者
の
学
校
生
活
の
特
徴
は
、
こ
れ
ら
の
要
素
と

表８　学校における生活 (%)
授業内容理解 遅刻欠席しない （N)

準進学校 62.4 68.9 (279)

中間校 50.2 50.6 (239)

商業校 合計 43.1 59.0 (401)

「進学」 47.2 64.0 (180)

「就職」 48.2 62.2 (164)

「フリーター」 15.8 33.3 (57)

進路多様校 合計 37.0 40.3 (444)

「進学」 43.4 49.3 (221)

「就職」 35.7 40.9 (126)

「フリーター」 23.7 18.8 (97)

（進学校） 63.2 84.2 （152）
注）数値は「とてもあてはまる」+「まああてはまる」の割合
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は
逆
を
向
い
て
い
る
た
め
、
推
薦
の
獲
得
が
難
し
く
な
る
。
そ
れ

ゆ
え
﹁
進
学
﹂
や
﹁
就
職
﹂
と
い
う
進
路
は
事
実
上
断
た
れ
、
残

る
﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
と
い
う
進
路
へ
水
路
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五　

学
校
外
で
の
生
活

　

学
校
以
外
に
お
け
る
生
活
で
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
に
つ
い
て

の
項
目
と
、﹁
保
護
者
に
無
断
で
外
泊
す
る
﹂﹁
夜
中
に
出
歩
く
﹂

と
い
う
﹁
夜
遊
び
﹂
に
関
す
る
項
目
を
と
り
あ
げ
る
︵
表
９
︶。

　

ア
ル
バ
イ
ト
経
験
に
つ
い
て
、﹁
高
校
に
入
学
し
て
か
ら
現
在

ま
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
﹂
と
い
う
項
目

の
デ
ー
タ
を
学
校
タ
イ
プ
別
に
み
る
と
、﹁
準
進
学
校
﹂以
外
で
は
、

八
割
以
上
の
生
徒
が
ア
ル
バ
イ
ト
を
経
験
し
て
い
る
。
ま
た
、﹁
進

路
多
様
校
﹂の
み
を
取
り
出
し
て
予
定
進
路
別
に
み
る
と
、﹁
進
学
﹂

七
六
・
九
％
︿
﹁
就
職
﹂
八
二
・
四
％
︿
﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
九
六
・

九
％
と
、﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
予
定
者
の
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
率
が
極

め
て
高
い
。

　

ま
た
、
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
者
を
対
象
に
、
①
﹁
高
校
に
入
学
し

て
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
た
期
間
﹂、
②
﹁
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
る
と
き
に
、
平
均
し
て
一
ケ
月
に
ど
の
ぐ
ら
い
の
お
金
を

も
ら
っ
て
い
た
か
﹂
を
た
ず
ね
て
い
る
。
①
×
②
に
よ
り
、
高
校

生
活
に
お
け
る
ア
ル
バ
イ
ト
﹁
総
所
得
﹂
が
把
握
さ
れ
る
が
、
こ

れ
を
予
定
進
路
別
に
み
る
と
﹁
進
学
﹂
七
八
万
円
︿
﹁
就
職
﹂
一

〇
九
万
円
︿
﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
一
一
八
万
円
と
な
る
。
同
じ
ア
ル

バ
イ
ト
経
験
者
の
な
か
で
も
、﹁
就
職
﹂予
定
者
や﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂

予
定
者
に
お
い
て
、
ア
ル
バ
イ
ト
生
活
へ
の
包
摂
度
が
よ
り
高
い

と
い
え
よ
う
。

　
﹁
無
断
外
泊
﹂
す
る
生
徒
の
割
合
は
、﹁
商
業
校
﹂
の
み
を
取
り

出
す
と
﹁
進
学
﹂
一
〇
・
五
％
・﹁
就
職
﹂
一
一
・
五
％
︿
﹁
フ

リ
ー
タ
ー
﹂四
〇
・
三
％
、﹁
進
路
多
様
校
﹂の
み
取
り
出
す
と﹁
進

学
﹂
一
五
・
八
％
︿
﹁
就
職
﹂
二
七
・
六
％
︿
﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂

三
九
・
六
％
と
、
い
ず
れ
も
﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
予
定
者
の
割
合
が

高
い
。
ま
た
、﹁
夜
中
に
出
歩
く
﹂
割
合
も
同
様
に
、﹁
商
業
校
﹂

﹁
進
路
多
様
校
﹂
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、﹁
進
学
﹂﹁
就
職
﹂
予
定

者
と
比
較
し
て
、﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
予
定
者
に
多
い
。
こ
の
二
つ

の
よ
う
な﹁
夜
遊
び
﹂生
活
の
比
重
が
高
ま
る
と
、﹁
朝
に
登
校
し
、

授
業
を
受
け
︵
部
活
動
を
行
い
︶、
夕
方
に
下
校
し
家
庭
に
戻
る
﹂

と
い
う
、﹁
高
校
生
﹂
と
し
て
の
学
校
生
活
の
維
持
が
難
し
く
な

る
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

　
﹁
ア
ル
バ
イ
ト
﹂
は
、
少
な
く
と
も
賃
金
を
得
る
と
い
う
意
味

に
お
い
て
は
﹁
充
実
﹂
し
た
活
動
だ
ろ
う︵

６
︶。
ま
た
、﹁
夜
遊
び
﹂

が
﹁
楽
し
い
﹂
の
は
、
筆
者
は
も
ち
ろ
ん
、
読
者
の
多
く
が
肯
定

す
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
﹁
充
実
﹂
や
﹁
楽
し
さ
﹂
に

よ
っ
て
学
校
以
外
の
場
面
に
お
け
る
生
活
に
引
き
寄
せ
ら
れ
、
学
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校
生
活
と
の
関
わ
り
は

希
薄
と
な
る
。
学
校
生

活
へ
の
関
わ
り
が
弱
け

れ
ば
、
例
え
ば
授
業
内

容
が
わ
か
ら
な
く
な
る

な
ど
、
そ
こ
に
﹁
楽
し

さ
﹂
や
﹁
充
実
﹂
を
見

い
だ
す
こ
と
は
ま
す
ま

す
難
し
く
な
り
、
学
校

外
で
の
﹁
楽
し
さ
﹂﹁
充

実
﹂
に
ま
す
ま
す
引
き

寄
せ
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
、
ま
さ
に﹁
ワ
ナ
﹂

と
も
い
え
る
循
環
が
、

今
回
対
象
と
な
っ
た

﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
予
定

者
の
生
活
に
、
と
り
わ
け
あ
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。

六　

学
校
と
の
結
び
つ
き

　

こ
こ
ま
で
、
学
校
生
活
と
の
関
わ
り
と
い
う
視
点
で
、
高
校
生

の
生
活
構
造
を
み
て
き
た
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
高
校
生
は﹁
学
校
﹂

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。﹁
学
校
の
規
則
が
き

び
し
す
ぎ
る
と
思
う
﹂
と
﹁
信
頼
で
き
る
先
生
が
い
る
﹂
と
い
う

二
項
目
を
と
り
あ
げ
、
検
討
す
る
︵
表
10
︶。

　
﹁
学
校
の
規
則
が
き
び
し
い
﹂
に
つ
い
て
学
校
タ
イ
プ
別
に
み

る
と
、﹁
準
進
学
校
﹂
六
二
・
九
％
・﹁
商
業
校
﹂
七
〇
・
五
％
﹀

﹁
中
間
校
﹂
三
〇
・
八
％
・﹁
進
路
多
様
校
﹂
三
二
・
六
％
と
、
結

果
は
二
分
さ
れ
た
。﹁
準
進
学
校
﹂
や
﹁
商
業
校
﹂
の
生
徒
は
自

校
の
規
則
を
﹁
き
び
し
い
﹂
と
感
じ
、
と
り
わ
け
﹁
商
業
校
﹂
の

﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
予
定
者
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
者
が
﹁
き
び
し
い
﹂

と
感
じ
て
い
る
。

　

こ
の
項
目
自
体
は
、
あ
く
ま
で
高
校
生
が
自
校
の
生
徒
指
導
を

ど
う
感
じ
て
い
る
か
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
予
定
者
が
よ
り
﹁
き
び
し
い
﹂
と
感
じ
て
い
る

こ
と
は
、
学
校
生
活
と
の
関
わ
り
が
弱
い
こ
と
と
表
裏
一
体
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
学
校
タ
イ
プ
に
よ
り
こ
れ
だ
け
認
識
に
差
が
み

ら
れ
る
こ
と
は
、
実
際
に
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
生
徒
指
導
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
推
察
す
る
材
料
に
な
る
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、﹁
準
進
学
校
﹂
や
﹁
商
業
校
﹂
で
は
、
実
際
の
規
則
や

そ
れ
に
基
づ
く
生
徒
指
導
が
徹
底
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か︵

７
︶。

表
８
で
﹁
遅
刻
欠
席
を
し
な
い
﹂
生
徒
の
割
合

を
み
た
が
、﹁
準
進
学
校
﹂
と
﹁
商
業
校
﹂
で
こ
の
割
合
が
高
か

っ
た
こ
と
も
、
こ
の
解
釈
を
支
持
す
る
デ
ー
タ
だ
ろ
う
。

表９　学校外での生活（％）
バイト経験 無断外泊 夜中出歩く (N)

準進学校 42.2 8.9 33.2 (280)

中間校 81.7 18.3 44.0 (241)

商業校 合計 86.3 15.2 37.0 (403)

「進学」 82.9 10.5 32.0 (181)

「就職」 86.6 11.5 33.9 (165)

「フリーター」 96.5 40.3 61.5 (57)

進路多様校 合計 82.8 24.3 49.3 (444)

「進学」 76.9 15.8 42.5 (221)

「就職」 82.4 27.6 48.8 (127)

「フリーター」 96.9 39.6 65.7 (96)

（進学校） 9.2 3.3 25.0 (152)

注） 数値は「とてもあてはまる」+「まああてはまる」の割合アルバイト経験に
ついては、「経験がある」割合
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そ
の
﹁
商
業
校
﹂
の
な
か

で
、﹁
信
頼
で
き
る
先
生
が

い
る
﹂
割
合
を
予
定
進
路
別

に
み
る
と
、﹁
進
学
﹂﹁
就
職
﹂

予
定
者
と
比
較
し
て
、﹁
フ

リ
ー
タ
ー
﹂
予
定
者
で
教
師

と
の
信
頼
関
係
を
取
り
結
べ

て
い
な
い
生
徒
が
多
い︵﹁
進

学
﹂
四
四
・
四
％
・﹁
就
職
﹂

四
〇
・
九
％
﹀
﹁
フ
リ
ー
タ

ー
﹂
二
一
・
〇
％
︶。
徹
底
し

た
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る

﹁
商
業
校
﹂
の
な
か
で
、﹁
進

学
﹂
予
定
者
や
﹁
就
職
﹂
予
定
者
は
、
教
師
と
一
定
の
信
頼
関
係

を
取
り
結
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
規
則
は
﹁
き
び
し
い
﹂
と
感
じ

つ
つ
も
、
学
校
生
活
と
の
関
わ
り
は
保
ち
続
け
、
さ
ら
に
教
師
と

の
結
び
つ
き
を
も
つ
な
か
で
、
学
校
推
薦
の
獲
得
と
い
う
進
路
選

択
プ
ロ
セ
ス
が
進
行
し
て
い
る
。﹁
商
業
校
﹂の
徹
底
し
た
指
導
は
、

彼
／
彼
女
た
ち
に
対
し
て
は
有
効
に
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

他
方
、﹁
商
業
校
﹂
の
﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
予
定
者
は
、
学
校
生

活
と
の
関
わ
り
が
低
く
、
教
師
と
の
関
係
も
希
薄
で
あ
る
。
こ
の

指
導
が
進
路
決
定
に
対
し
て
有
効
に
機
能
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、

そ
の
指
導
に
︿
の
ら
な
い
﹀
こ
と
、
あ
る
い
は
︿
お
り
る
﹀
こ
と

は
、
残
さ
れ
た
﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
と
い
う
進
路
へ
の
水
路
づ
け
を

意
味
す
る
。
学
校
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
で
の
結
び
つ
き
の
あ
り

よ
う
が
、
進
路
決
定
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
、
フ
リ
ー
タ
ー
＂
選
択
＂
層
の
﹁
高
校
生
活
﹂
の
特

徴
と
し
て
、﹁
遊
び
﹂
や
﹁
ア
ル
バ
イ
ト
﹂
と
い
っ
た
学
校
外
で

の
生
活
に
重
心
が
あ
り
、
そ
の
生
活
へ
と
包
摂
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、学
校
生
活
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
ま
す
ま
す
希
薄
と
な
る
、

と
い
う
姿
が
描
き
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
学
校
生
活
へ
の
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
の
希
薄
さ
が
、﹁
進
学
﹂
や
﹁
就
職
﹂
に
不
可
欠
な
﹁
推

薦
﹂
獲
得
を
困
難
と
し
、﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
と
い
う
進
路
へ
と
﹁
方

向
付
け
ら
れ
る
﹂
可
能
性
を
指
摘
し
て
き
た
。

　

こ
こ
ま
で
、
表
題
も
含
め
﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
と
い
う
用
語
を
多

用
し
て
き
た
。
ま
た
、
議
論
の
背
景
に
は
﹁
フ
リ
ー
タ
ー
と
い
う

進
路
は
問
題
で
あ
る
﹂
と
い
う
認
識
が
筆
者
に
は
あ
る
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
、
最
後
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
と
は
、
ど
の
よ
う
な
働
か
せ
方
な
の
か
。
そ

れ
は
、
賃
金
も
、
雇
用
継
続
性
も
、
さ
ら
に
は
職
場
の
人
間
関
係

の
面
で
も
、
人
に
﹁
不
安
定
﹂
な
状
況
を
強
い
る
働
か
せ
方
で
あ

表10　学校との結びつき（％）
規則厳しい 信頼教師いる （Ｎ）

準進学校 62.9 52.9 (280)

中間校 30.8 48.6 (240)

商業校 合計 70.5 48.6 (401)

「進学」 66.8 44.4 (181)

「就職」 68.1 40.9 (163)

「フリーター」 89.4 21.0 (57)

進路多様校 合計 32.6 37.1 (444)

「進学」 26.7 44.5 (221)

「就職」 33.1 31.5 (127)

「フリーター」 45.9 37.1 (96)

（進学校） 27.0 50.7 (152)
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る︵
８
︶。

ま
た
、﹁
二
﹂
で
み
た
よ
う
に
、﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂
選
択
の
背

景
に
は
、
経
済
的
要
因
が
強
く
影
響
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ

ま
で
み
て
き
た
︿﹁
商
業
校
﹂
や
﹁
進
路
多
様
校
﹂
か
ら
﹁
フ
リ

ー
タ
ー
﹂
へ
の
移
行
﹀
と
は
、︿﹁
不
安
定
﹂
な
状
況
か
ら
﹁
不
安

定
﹂
な
状
況
へ
の
移
行
﹀
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　

近
年
、
社
会
的
・
経
済
的
剥
奪
の
状
況
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
に
着

目
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
﹁
社
会
的
排
除
﹂
概
念
が
注
目
さ
れ

て
い
る︵

９
︶。
本
稿
で
示
し
た
︿﹁
不
安
定
﹂
な
状
況
か
ら
﹁
不
安
定
﹂

な
状
況
へ
の
移
行
﹀
は
、
ま
さ
に
﹁
社
会
的
排
除
﹂
プ
ロ
セ
ス
の

一
端
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
学
校
と
の
結
び
つ
き
の
希
薄
さ
、
言
い

換
え
れ
ば
﹁
学
校
か
ら
の
排
除
﹂
プ
ロ
セ
ス
が
関
連
し
て
い
る︶

10
︵

。

　

学
校
が
子
ど
も
と
関
係
を
持
ち
続
け
る
こ
と
、
こ
れ
が
﹁
社
会

的
排
除
﹂
プ
ロ
セ
ス
を
断
ち
切
る
要
素
に
な
り
う
る
こ
と
が
こ
こ

ま
で
の
議
論
で
示
唆
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
の
は
、
個
々

の
学
校
、
個
々
の
教
師
が
よ
り
努
力
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の

よ
う
な
努
力
は
す
で
に
な
さ
れ
、
そ
れ
が
限
界
に
達
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。︿
子
ど
も
と
関
係
を
持
ち
続
け
ら
れ
る

学
校
や
教
師
﹀
を
支
え
る
教
育
の
あ
り
方
や
教
育
制
度
を
構
想
す

る
こ
と
こ
そ
が
、
現
在
の
日
本
社
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。

注︵
１
︶
卒
業
者
総
数
の
う
ち
、﹁
一
時
的
な
仕
事
に
就
い
た
者
﹂
＋
﹁
左

記
以
外
の
者
﹂
の
比
率
。﹁
左
記
以
外
の
者
﹂
と
は
、﹁
進
学
﹂
も

﹁
就
職
﹂
も
し
な
か
っ
た
者
を
指
し
て
い
る
。

︵
２
︶
同
項
目
で
﹁
ま
っ
た
く
決
め
て
い
な
い
﹂
を
選
択
し
た
者
は
一

六
人
︵
一
・
一
％
︶
に
と
ど
ま
り
、
ま
た
﹁
家
事
を
手
伝
う
﹂
は

選
択
者
〇
人
だ
っ
た
こ
と
か
ら
も
、﹁
就
職
﹂
も
﹁
進
学
﹂
も
し

な
い
＝
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る︵﹁
フ
リ
ー
タ
ー
﹂に
な
る
︶こ
と
が
、

高
校
生
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

︵
３
︶
詳
細
は
、
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
編(

二
〇
〇
五)

を
参
照
。

︵
４
︶
調
査
の
実
施
に
あ
た
り
、﹁
大
阪
府
立
学
校
人
権
教
育
研
究
会
﹂

な
ら
び
に
﹁
大
阪
市
立
高
等
学
校
人
権
教
育
研
究
会
﹂
に
多
大
な

る
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

︵
５
︶
た
だ
し
、
か
つ
て
は
学
校
推
薦
＝
事
実
上
の
就
職
決
定
で
あ
っ

た
が
、
近
年
で
は
学
校
推
薦
は
あ
く
ま
で
就
職
の
第
一
関
門
に
す

ぎ
ず
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
る
企
業
側
の
就
職
試
験
で
の
選
別
が
強

化
さ
れ
て
い
る
。

︵
６
︶
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
の
あ
る
高
校
生
に
﹁
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
た

理
由
﹂
を
た
ず
ね
て
い
る
が
、
七
〇
・
五
％
が
﹁
お
金
が
ほ
し
い

か
ら
﹂
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、﹁
ア
ル
バ
イ
ト
で
稼
い
だ
お
金

を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
ま
し
た
か
﹂
と
い
う
項
目
で
は
、
六
四

％
が
﹁
ほ
し
い
も
の
を
買
う
﹂、
六
三
・
〇
％
が
﹁
あ
そ
び
﹂
を
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あ
げ
て
い
る
︵
複
数
回
答
︶。
こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
高
校
生
に

と
っ
て
ア
ル
バ
イ
ト
は
﹁
遊
ぶ
金
﹂
を
獲
得
す
る
手
段
だ
と
考
え

ら
れ
る
一
方
、
一
三
・
八
％
が
収
入
を
﹁
家
計
の
助
け
﹂
に
使
っ

て
い
る
こ
と
も
同
時
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

︵
７
︶
も
ち
ろ
ん
、
調
査
対
象
校
が
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、﹁
準
進
学

校
﹂
だ
か
ら
、﹁
商
業
校
﹂
だ
か
ら
、
と
い
う
結
果
の
一
般
化
に

は
慎
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

︵
８
︶
近
年
出
て
き
た
﹁
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
﹂
の
﹁
貧
し
さ
﹂
に
つ

い
て
、
伍
賀
︵
二
〇
〇
五
︶
の
議
論
を
参
照
し
た
。
あ
る
い
は
、

﹁
不
安
定
﹂
な
状
況
を
リ
ア
ル
に
描
写
し
、
正
当
な
議
論
を
展
開

し
た
著
作
に
雨
宮
︵
二
〇
〇
七
︶
が
あ
る
。

︵
９
︶
バ
ラ
、
ア
ジ
ッ
ト
・
Ｓ
／
ラ
ペ
ー
ル
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
︵
＝

福
原
／
中
村
監
訳
・
二
〇
〇
五
︶
を
参
照
さ
れ
た
い
。

︵
10
︶﹁
学
校
か
ら
の
排
除
﹂
概
念
と
﹁
社
会
的
排
除
﹂
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
西
田
︵
二
〇
〇
六
︶
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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│
﹁
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﹂
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﹁
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﹂
も
せ
ず
﹄
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

西
田
芳
正(

二
〇
〇
五)

﹁
遊
び
と
不
平
等
の
再
生
産
│
限
定
さ
れ
た

ラ
イ
フ
チ
ャ
ン
ス
と
ト
ラ
ン
ジ
ッ
シ
ョ
ン
﹂
部
落
解
放
・
人
権
研
究

所
編
前
掲
書
。

西
田
芳
正(

二
〇
〇
六)

﹁
フ
リ
ー
タ
ー
調
査
か
ら
﹃
子
ど
も
・
若
者

と
社
会
的
排
除
﹄
研
究
へ
│
若
年
未
就
労
問
題
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
展
開
﹂﹃
部
落
解
放
研
究
﹄
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